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平成9 年度上半期
財政状況を公表します

区
で
は
、区
財
政
の
実
態
を
皆
さ
ん
に
正
し
く
理
解
し

て
い
た
だ
く
た
め
に
、財
政
状
況
を
年
2
回
、
6
月
と
1
2

月
に
公
表
し
て
い
ま
す
。今
回
は
9
年
度
上
半
期
の
執
行

状
況
等
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
(
図
表
は
9
年
9
月
3
0

日
現
在
の
も
の
で
す
)
。

上
半
期
財
政
運
営
の
状
況

一
般
会
計
の
予
櫪
蠹
ほ
、
前
年
度

当
初
比
I
・
8
%
豕
と
四
年
連
耙
の
マ

イ
ナ
ス
予
算
と
な
n
ま
じ
た
。
厳
し
い

財
政
状
況
下
で
の
予
算
計
よ
お
貧
ま

し
た
が
、
戦
略
的
課
題
で
あ
る
福
祉
施

策
、産
業
振
興
施
策
と
、緊
箇

茴
で
あ

る
防
災
対
策
の
着
実
な
推
進
を
め
ざ
し

黔
レ
た
。

箭
改

税
は
、
8
年
度
ま
で
の
特
別

減
税
の
終
了
と
、
都
か
ら
の
税
源
移
譲

に
よ
ひ
増
収
が
暃
吩
孔
て
い
ホ
歹
。

レ
一…一し
国
民
蜃

保
険
、
老
人
保
邸
医

療
の
二
特
別
会
計
は
、
財
政
規
模
が

年
々
増
大
し
て
お
り
、
高
齢
化
の
臈
展

に
伴
っ
て
、
さ
ら
に
区
の
財
政
を
圧
迫

す
忝
と
予
測
さ
れ
ま
す
。

区
で
は
長
期
的
視
点
に
立
っ
た
財
政

運
宮
に
努
め
、
行
政
の
効
率
的
執
行
と

財
政
の
竪
花
冴
暹
め
て
い
耋
'
ヂ
。
。

各
会
計
予
算
の
狢
忖
状
況
は
下
記
の

と
お
り
で
T
。

9 年 度 各 会 計 予 算 執 行 状 況( 9 年9 月30 日 現 在)

上
半
期
に
実
施
し
た
主
な
事
業

▽
小
規
模
高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
「
入
谷
翔
裕
園
に
開
設

マ
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
「
入
谷
」

「
一
ツ
芦

「千
住
酉

開
設

マ
「
区
堊
y
い
保
豆
男
開
設

▽
西
新
井
大
師
商
栄
会
地
区
カ
ラ
ー
舗

装
化

y
小
中
学
校
耐
震
補
強
工
事

▽
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー「
あ
だ
ち

再
怎
F

閧
設

問
先
售
ヱ
算
課
財
政
係

き
(
1
)
5
L

↓

㈹

▲ 区立やよい保育園

▲ 西新井大師商栄会地区カラー舗装化

特別区債の現在高( 9年9月30日現在)

〈一 般 会 計分 〉

〈用 地 特別 会 計分 〉

特別区債の現在高
| 区の施設 、道路、公‘
圃などの人現 模な1款簷'

事業 等に 註、一時 的に'
多 額の財源 が必要にな1
り ます。そ の財源 櫨擅i '
のため区が 長期に わたh
て借り入 れた資金のI St

ら 。=I =l l d
一時借入金

9年度上半期は、5月20日から30日までの11日間、20億円を借り入れました。

財
政
コ
ラ
ム

Q.
―

A.
特
定
の
事
業
・
資
金
な
ど
に

つ
い
て
、
一
般
会
計
と
は
別

に
そ
の
収
支
奮
藷
ず
る
必
要
が
あ

る
場
合
に
設
け
忝
も
の
で
す
。
足
立

区
で
は
国
の
法
律
で
設
置
が
定
め
ら

れ
て
い
る
国
民
健
康
保
険
・
老
人
保

健
医
療
の
1
つ
と
、
区
独
自
に
条
例

で
定
め
な
用
地
の
合
計
3
つ
の
特
別

喰

轡

守

手

に
l
l

区 有 財 産 の 状 況 財 産 総 額 1兆928 億1, 685 万 円
( 9 年9 月30 日 現 在)区民負担の状況

9年度の状況

区民1 人当たりの区支出額と区民税負担額の推移(単位千円)

今 号 の 主 な 内 容

2
面
マ
マ
マ
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
養
成
講
習
2
級
課
程
/
保
育
園
児

募
集
/
年
金
教
育
ロ
ー
ン
/
ひ
ろ
ば

3
面
▽
▽
▽
が
ん
検
診
と
成
人
健
康
診
査
/
都
営
住
宅
入
居
者
募

集
/
私
立
高
校
等
入
学
資
金
融
資
/
掲
示
板

4
面
▽
y
y
成
人
の
日
の
集
い
/
イ
ベ
ン
ト
・
講
座
情
報

◎ あだち広報の発行日は、12月は5 日・15日、1 月は1 日( エクスプレス号)・15日・25日となります。なお、宿泊施設インフォメーションと健康カレンダー
は12月15日号をご覧ください
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くらしの情報

本庁舎へのお問い合わせは……

3880- 5111(代)
本庁舎以外へのお問い合わせは

それぞれの電話番号へ

※
電
話
番
号
は
お
間
違
い
な
く

福

祉

戦
没
者
等
遺
族
特
別
弔
慰
金

特
別
弔
慰
金
の
請
求
期
限
が
、
1
0年

―
M
R

で
時
効
に
な
り
豕
す
。ま
だ
、

請
求
を
し
て
い
な
い
方
は
忘
れ
ず
に
ご

請
求
く
だ
さ
い
。

対
象
=
戦
没
者
等

の
邇
族
(
戦
没
者
死
亡
当
時
三
親
等
内

の
親
族
で
、
法
で
定
め
る
先
順
位
者
)

で
、
7
年
1
月
I
E
現
在
、遺
族
内
に
公

務
抹
叨
料
、
遺
族
年
金
等
の
受
給
権
者

が
い
な
い
方

支
給
額
9
4
0
万
円
(
1
0

年
億
堰
の
国
庫
債
券
)

申
・
問
先
=

民
生
係

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
養
成
講
習

2
級
課
程
(
都
共
催
)

日
時
等
=

表
1
の
と
お
り

対
象
=

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
と
し
て
働
く
唾
晏

希
望
ず
る
万
、
お
よ
び
既
に
働
い
て
い

亟
4

にヽ
、一

級
課
程
を
耨
了
し

、講
習
期

間
中
、
全
E
夲
と
お
し
て

受
講
で
膏
る

区
民
の
方

定
員
=
4
4

人
(

抽
選
)

費
用
=

よ
召
羊
円
(
テ
キ
ス
ト
代
)

申
込
=
(
ガ
キ
に
郵
便
番
号
、
住
所
、

氏
名
、
職
業
、電
話
番
号
、
生
年
月
日
、

「
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
2
級
講
習
受
講
希

芦

と
明
記

期
限
=
1
2月
1
5
a必着

申
先
=
障
害
福
祉
計
画
係

問
先
=

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
関
原

魯
(
3
8
8
9
)
1
4
8
7

表1　ホームヘルパー養成講習日程

※ 会場は一部を除き、すべて日ノ出町総合ボランティアセンターです

保
育
園
児
を
募
集
し
て
い
ま
す

～
1
0
年
4
月
の
入
園
・
転
園
～

お
子
さ
ん
の
新
規
入
園
を
希
望
さ
れ

る
方
や
、
住
所
の
移
動
な
ど
に
よ
る
転

園
盆
稠
罟
れ
る
方
の
申
し
込
み
を
受

け
付
け
祟
歹
。

受
付
期
間
=
W

銛

日
ま
で
(
申
込
書
は
各
福
祉
事
務
所
、各

保
育
園
裘

ほ
区
民
事
務
所
の
窓
口
で

配
布
)

受
付
場
所
=

住
所
地
を
管
轄

す
る
福
祉
事
務
所
お
よ
び
各
保
育
園

申
込
=
8

年
分
所
得
税
額
が
わ
か
る

も
の
(
源
泉
徴
収
票
ま
た
は
確
定
申
告

書
孥
凡
)
。
9
年
分
所
得
税
が
確
定
し
だ

い
、
9
年
分
の
も
の
を
提
出
/
9
年
度

固
定
資
暴
祝
を
証
明
す
る
書
類
(
課
税

さ
れ
て
い
る
方
{
ぶ
}
/
印
鑑

申
・
問

先
=
福
祉
暮
血一所
(
表
2
)

高齢者 福祉手当 ・
心身障害者福祉手当

( 区 制 度) ・

難病患者福祉手当の
定 例 払 月 で す

W
S
E
ご
ろ
、
届
け
出
さ
れ
た
口

座
に
手
当
(
&
月
1
H
a
が
)
糞
管
込

ひ

チ

。
各
釡
融
機
関
で
支
払
い
を
受

け
て
ぐ
だ
さ
い
。

申
・
問
先
=
在
宅

福
祉
係
、
福
祉
事
務
所
(
表
2
)

表2　福祉事務所一覧

国

保
・
年

金

国
保

就
職
・
退
職
し
た
ら
手
続
き
を

赤
ち
ゃ
ん
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
外

国
人
夲
含
む
す
べ
て
の
方
は
、
万
一
の

病
気
や
ヶ
ガ
に
備
え
て
、
必
ず
公
的
な

健
康
保
険
に
加
入
」
な
け
れ
ぱ
な
n
ま

廿
ん
。
動
務
先
の
健
康
保
険
等
(
社
会
保

険
等
)
に
加
入
し
て
い
な
い
方
は
、
国
民

健
康
保
険
へ
の
加
入
が
必
要
で
す
。
た

だ
し
、
牛
活
保
護
受
給
中
の
方
は
除
き

ネ
y
。

□
退
職
し
た
ら
加
入
の
手
続
き
を

会
社
屁
ご
冴
退
職
し
て
職
場
の
健
康

堡
緊
脱
退
し
た
方
や
、
そ
の
扶
養
家

族
は
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る
手

靨
忝
必
要
で
T
。
届
け
出
が
遅
れ
た

場
合
、
保
険
料
は
退
職
日
の
翌
日
ま
で
(

最
長
2
年
)
さ
か
の
ぼ
っ
て
か
か
n
ま

す
か
、
医
療
給
付
は
原
則
と
し
て
さ
か

の
ぼ
n
豪
疂
ん
。
早
め
に
手
続
き
を
し

て
ぐ
だ
さ
い
。

申
込
=

職
場
の
健
康

保
険
牙
や
め
た
証
明
書
(
資
格
喪
失
証

明
書
、離
職
票
、退
職
証
明一
な
ど
、や

め
た
月
日
が
確
認
で
き
る
も
の
)
/
届

出
人
の
印
鑑
/
家
族
が
す
で
に
国
民
健

康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
世
帯
は
、
国

訟

農
保
険
証
/
7
0歳
未
満
の
方
で
、

厚
生
年
金
、共
済
年
金
(
国
民
麦
享
除

く
)
の
受
給
者
は
、
年
金
証
書
(
年
金
受

給
開
始
時
に
届
い
た
、
被
保
険
者
期
間

の
記
載
ず
れ
て
ぃ
る
も
の
)
を
窓
口
に

持
参

※
届
出
人
が
代
理
人
(
本
人
お

よ
び
同
一
世
帯
員
以
外
の
方
)
の
樊
E

は
、
保
険
証
は
翌
E
郵
送
こ
な
2

ヂ

□
就
職
し
た
ら
や
め
る
手
続
き
を

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
た
方

で
ズ
覆

な
ど
に
就
職
し
て
新
た
に
職

場
の
健
康
保
険
に
加
入
k

劣
や
、
そ

の
扶
養
家
族
は
、
国
民
健
康
保
険
を
や

め
亟
手
続
き
が
必
要
で
T

。
会
社
な
ど

か
ら
国
民
健
康
保
険
課
に
は
何
も
連
絡

が
な
い
た
め
、手
璽
I
G

な
い
と
、国

民
健
康
保
険
に
加
入
し
た
ま
E

な
っ

て
し
ま
い
欒
歹
。
必
ず
や
め
量
函
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

届
出
=
勤
務
先

の
健
康
保
険
証
、国
民
健
康
保
険
証
、届

出
人
の
印
鑑
を
窓
口
に
持
参

※
就
職

ぼ
以
降
、
国
民
健
康
保
険
証
は
屡
疋
ま

廿
ん
の
で
。
ご
庄
慝
ぐ
だ
さ
い

-
い
ず
れ
も
-

奮
贏
U

以
内
に
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。
申
先
=
各
区
民
嶌
鳬一所

ま
た
は
国
民
健
康
保
険
課

問
先
=

国
脂

康
保
険
課
資
格
賦
課
係

か
し
こ
く
借
り
て
　し
っ
か
り
学
ぶ

年
金
教
育
ロ
ー
ン

教
育
資
金
貸
付
制
度
は
、
年
金
積
立

金
の
運
用
と
し
て
、国
民
年
金
・厚
生
年

金
の
被
保
険
者
に
対
し
て
、高
校
夫
学

等
り
入
学
缶
等
に
関
わ
る
貸
付
業
務
を

行
っ
て
い
ま
す
。

対
象
=

国
民
年

金
・
厚
生
年
金
の
被
保
険
者
期
間
が
1
0

年
以
卜で
、
過
去
2
年
間
す
べ
て
の
保

険
料
を
納
め
て
い
る
方
の
家
族
が
、
高

校
夫

学
・
専
修
学
校
・
予
備
校
・
各
種

学
校
に
入
学
、ま
た
は
在
学
中
の
万
。た

だ
し
、
年
収
千
2
1
0
万
円
以
内
の
方

使

途
=
入
学
準
備
費
用
、
授
業
料
、
下
宿

代
、受
験
料
、在
学
中
の
国
民
年
念
廣

-

料
限
度
額
=
s
民
年
金
は
5
0
万
円
、

-

厚
生
年
金
は
1
0
0万円

貸
付
利
率
=
-

年
利
2
.
5
%返
済
期
間
=
8

年
以
内

申
先
=
抛
詫
屎
険
福
祉
協
会

昔
(
3
5
9
5
)
3
e
b
7

問
先
=
国
民
年
令
諌
推
進
係

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

国
民
年
金
保
険
料
は
、
翌
月
末
日
が

納
期
限
で
咒

保
険
料
の
納
め
忘
れ
が

あ
忝
と
将
来
、年
令
が
減
額
さ
れ
た
り
、

受
け
ら
れ
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。保
険
料
の
納
付
に
は
、納
め
忘
れ
の

な
い
口
暦
警
が
便
利
で
す
。
な
お
、
お

壬
兀
の
納
付
書
は
1
年
度
の
も
の
で
あ

れ
ば
、
納
期
限
後
も
1
0
年
t
月
末
日
ま

で
恋
蚤
チ

。

問
先
=
国
民
年
令
願

保
険
料
係

国
民
年
金
　
6
0歳
説
明
会

日
時
=
1
2
月
1
6ぼ
固
・
習

栄
、
午
前
1
0

時
と
午
後
1
時
の
I
回
(
辱
吁
付
け

は
、
開
始
3
0分
前
が
ら
)

壜
廏
…
=
区

役
所
南
館
1
3階
会
議
室

対
象
1

昭

和
1
3年
卜
肖
2
日
卜
昭
和
1
3年
2
月
―

膸
垂
れ
の
方
(
対
象
者
に
は
別
に
通

知
)

内
容
=
国
民
年
金
制
度
の
仕
組

み
鳬
蓊
甼
1

別

相
談
(
受
付
順
)

問
先
0
国
民
年
金

塵
市
係

区
・
都
民
税
、
国
民
健
康
保
険
料

休
日
の
納
税
・
納
付
と
相
談

平
日
に
区
役
所
に
来
所
で
忝
な
い

方
の
た
め
に
、休
刪
の
区
・
都
民
税
、

国
民
健
康
保
険
料
の
納
税
・
納
付
と

相
談
を
実
旒
U
巫
y
。ぜ
ひ
、こ
の
機

会
竃
に
y利
用
く
だ
さ
い
。
相
諛
に
あ

た
っ
て
は
、関
係
資
料
等
を
お
持
ち

く
だ
さ
い
。日
時
=
1
2
月
2
1
日

即
、午
前
1
時
～
午
後
t
時
場
・
問

先
=
納
税
課
、
国
民
健
康
保
険
課

豐
(
3
8
8
0
)
5
1
1

卜
㈹

清
流
を
取
り
戻
そ
う

綾
瀬
川
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

1
0月
2
6日
、
崚
瀬
川
清
流
ル
ネ
ッ

サ
ン
ス
2
1地
域
協
講
会
に
よ
る
ク
リ

ー
ン
大
作
戦
が
、
亀
有
駅
前
広
場
で

訌
K

ま
し
た
。
会
場
に
は
住
民
グ

ル
ー
プ
に
よ
る
パ
ネ
ル
展
示
や
足
立

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
に
よ
る
「
作
つ
て
あ

そ
啄
つ
」コ
ト
ナ
ー
、ミ
ニ
水
族
館
な

ど
石

。
ワ
ー
ス
ト
L
か

ぷ
7
や
く

脱
却
し
た
綬
瀬
川
套
跫
ち
の
力
で

も
っ
と
き
れ
い
に
し
た
い
で
す
ね

。

《環
境
課
》

ひ
ろ

ば

=
募
集
=

☆
水
泳
(
花
泳
会
)
　
璢
霤
曜
日
、午

前
1
1
時
3
0
分
～
午
後
L
時
3
0
分
/
う
き

う
き
館
/
入
会
金
千
円

、
月
額
2

千
瞋

円
/

い
つ
き

酋
(
3
6
9
9
)
6
4
0
7

☆
社
交
ダ
ン
ス
　
▽
卜
級
・
初
級
(
モ
ダ

ン
、ラ
テ
ン
)
…
第
L
・
第
1
日
曜
日
、

午
後
L
時
～
t
時
▽
中
級
・
初
級
(
モ

ダ
ン
、一
フ
テ
ン
)
・
・
・
毎
凋
王
曜
日
、午
後

7
時
廴
晶
?
月
額
1
千
円
/
佐
々
木
s

(
3
0
8
1
)
8
6
1
6

☆
混
声
合
唱
団
(
コ
ー
ル
・
ソ
フ
ィ
ア
)
　

毎
週
火
曜
日
、
午
後
7

時
F
9

時
/

梅

島
小
学
校
ほ
か
/

月
額
1

千
円
/

初
心

者
・
男
性
歓
迎
/
中
島

s
(
3
8
8
9
)
0
8
4
3

☆
硬
式
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
　
毎
週
土
・
日

曜
E
/
区
内
各
コ
ー
ト
/
4
0歳
ま
で
の

方
/
入
会
金
1
千
円
、
月
額
2
千
円
/
t

属

酋
(
3
8
7
0
)
1
5
9
5
(
午

後
1
時
以
降
)

☆
軟
式
野
球
チ
ー
ム
　
毎
週
土
曜
日
、

午
後
/
区
内
各
グ
ラ
ウ
ン
ド
/
1
回
瞋

円
/
西
川

a
(
3
8
a
)
5
L
0
3

☆
ヨ
ガ
サ
ー
ク
ル
(
シ
ス
タ
ー
ズ
)
　
毎

酒
土
曜
日
、
午
前
1
0時
～
1
1時
4
5分
/

伊
興
セ
ン
タ
ー
ほ
か
/
入
会
金
千
円
、

月
額
1
千
円
/
国
府
田

一一
(
3
8
9
7
)
4
6
6
7

☆
キ
ル
ト
フ
レ
ン
ド
　
第
1
・
第
1
金

曜
日
、
午
後
1
時
～
t
t時
/
保
塚
セ
ン

タ
ー
ほ
か
/
弖
咢
争
瞋
円
/
野
部

昔
(
3
8
5
0
)
4
4
5
1
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生

活

環

境

建
物
を
新
築
等
さ
れ
る
方
は
届
け
出
を

住
居
表
示
実
施
済
み
の
区
域
で
、建

物
淀
忌
じ
た
り
増
改
築
等
で
出
入
口

裏
蛩
す
る
豐
ほ
、あ
ら
た
に
住
居

番
号
(
住
所
)
奮
際
茗
た
め
Q
届
け
出

が
必
要
一
ぶ
y
。こ
の
届
け
出
が
な
い
と

正
し
い
住
所
が
愚
民
な
い
た
め
、
住

民
票
の
異
動
等
の
手
続
き
が
で
孝
ま
せ

ん
。
上
棟
式
・
基
礎
工
事
が
終
了
し
た

ら
、建
築
確
認
書
一
式
(
特
に
そ
の
中
の

寒
内
図
と
配
置
図
)
を
ご
用
意
の
う
凡

届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。ま
た
、建
物

自
体
は
そ
の
豕
ま
で
も
、
所
有
者
や
ア

パ
ー
ト
等
建
物
の
名
称
が
豕
p
つ
た
場

令
溜

け
出
が
必
要
で
瓦

問
先
=

住
居
表
示
相
当

「
東
京
都
市
計
画
事
業
六
町
四
丁
目

付
近
土
地
区
画
整
理
事
業
」
の

見
解
書
の
公
示
・
縦
覧
お
よ
び
説
明
会

惠
只
都
環
境
影
響
評
価
条
例
の
規
定

に
基
づ
き
、
1
2月
9
日
に
見
解
書
が
公

示
さ
れ
、
次
の
と
お
ひ
縦
覧
さ
れ
求
瓦

ま
た
、見
解
書
の
内
甞
に
つ
い
て
、環
境

保
全
の
見
地
か
ら
意
見
の
あ
る
都
民
の

方
は
、
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で

埀
'
ヂ
。

縦
覧
期
問
=
1
9一月
珀
苣
か

魚
…一
年
1
月
6
日

※
た
び
じ
、土
・
日

曜
日
、祝
E
お
よ
び
年
末
年
始
(
U
瓜
(
一

日
1
1
月
4
日
)
は
除
く
縦
覧
時
間

=
午
前
9
時
3
0
分
～
午
後
4
時
3
0
分

縦
覧
場
所
=
区
役
所
・
環
境
課
、都
・

環
境
影
響
評
価
審
査
室
(
都
庁
第
一
本

庁
屁
塔
3
6
階
)
、都
・
多
摩
環
境
保
全

事
務
所
(
立
川
合
同
庁
舎
t
階
)
※
な

苔

驟

書
は

、中
央
図
書
館

、柬
綾
瀬
区

民
事
務
所
、佐
野
区
民
事
務
所
、保
塚
区

民
嘉
務
所
、都
・
第
三
区
画
整
理
事
務
所

六
町
地
区
事
鳧一
所
で
も
閲
覧
で
孝
豕
T

意
見
書
提
出
の
た
め
に
必
要
な
記
入
事

項
=
氏
名
お
よ
び
庄
所
(
都
外
在
住
で

都
内
在
学
・
在
勤
の
方
は
そ
の
旨
を
萌

記
)
/
対
象
事
業
の
名
称
/
意
見

意

見
書
提
出
期
限
=
1
0
年
1
月
8
日

意
見
書
提
出
先
・
問
先
=

都
・
四迴
影

響
評
価
審
査
室

〒
1
6
3
-
0
1新宿
区

西
新
宿
2
-
8
-

―

昔
(
5
3
日
B
)
3
4
4
0

問
先
=
環
擔
疆
靱
葆

□
説
明
会

泓
屏
書
の
内
容
に
つ
い
て
、
事
業
者

に
よ
る
猊
明
会
が
行
わ
れ
ま
す
。

日

時
等
=
1
2
月
1
5日
側
…
六
町
地
区
事

務
所
/
1
6日
脚
・
:
保
塚
住
区
セ
ン
タ

ー
/
1
7
E困
・
:六
町
地
区
事
務
所

※

い
ず
れ
も
午
後
7
時
―
o
時

問
先
=

都
・
第
三
区
画
整
理
事
務
所

さ
(
3
9
8
6
)
6
3
4
8

家
の
リ
フ
ォ
ー
ム
を
お
考
え
の
方
へ

住
宅
金
融
公
庫
裘
ほ
区
の
指
定
す

ゑ
鰕
機
関
か
ら
、
住
宅
改
良
資
金
を

借
ひ
入
れ
て
工
事
童
三
芳
に
対
し
、

資
金
の
一
部
を
助
成
し
ホ
歹
。

対
象
=

マ
自
己
用
住
宅
の
場
今
:
本
人
ま

た
は
同
居
の
親
族
が
所
有
す
る
住
宅

で
、
引
き
続
き
居
住
す
る
/
区
内
に
1

年
以
よ
在
住
し
て
い
る
/
前
年
度
の
総

所
得
金
額
が
8
0
0万
円
以
下
で
あ
る

▽

分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
の
共
用
部
分
の
場
合

・・・区
分
所
有
者
全
員
で
構
成
す
る
管
理

組
合
裘

ぽ

、
こ
れ
に
凖
ず
る
管
理
組

合
で
あ
る

※
区
の
指
定
金
融
機
関
お

よ
び
助
成
の
要
件
な
ど
、
く
ゎ
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

申
・
問
先
=

住
密
罹
進
係

都
営
住
宅
入
居
者
募
集

募
集
お
よ
び
申
込
用
紙
配
布
期
間
=
1
2

月
1
5日
～
2
2日
(
土
・
日
曜
日
は
除

く
)

※
募
集
内
容
な
ど

く
わ
し
ぐ
は

「
申
込
用
紙
(
申
込
の
公

り
)
」髮
に覧

く
だ
さ
い

申
込
用
紙
配
布
場
所
=

住
宅
支
援
係
、
各
区
民
事
務
所

問
先

土
篭

支
援
係

教

育

上
総
湊
健
康
学
園

1
0年
度
入
園
児
童
募
集

上
総
齏
贋
学
園
♀
葉
県
富
津
市

湊
7
7
3
)
は
、房
総
半
島
の
恵
ま
れ
た
自
然

の
中
に
あ
盃
足
立
区
で
唯
一
の
全
寮
制

の
区
立
小
学
駻
耋
。こ
の
罍
園
は
、規

則
正
し
い
集
団
生
活
釁
と
お
し
て
健
康

回
復
萱
凶
n
な
が
ら
、学
力
増
進
を
目

指
y
目
的
で
設
立
さ
れ
ま
し
た
。授
業

内
容
は
区
内
小
学
校
と
全
く
同
じ
で

、

尖

数
制
の
特
性
聚
旡
か
し

、
そ
れ
ぞ

れ
の
個
性
を
尊
重
す
る
た
め

、
児
童
は

伸
び
伸
び
と
し
て
明
朗
活
発
で
す

。
寮

で
は

、保
母
が
親
代
わ
ひ
呉

竹

、温

か

い
髫
茴
気
の
な
か
で
身
の
回
り
の
世
話

に
あ
た
ひ
巫
y
。ま
た
、看
護
婦
も
常
駐

し
て
い
ま
す
。

対
象
=
小
学
校
3
年

ま
か
ら
仔
年
生
で
次
に
該
当
す
る
児
童

…
貿
加
息
/
肥
満
/
偏
食
/
虚
弱

費

用
=

月
額
約
2
万
円
(
食
事
代
・
教
材

費
等
)

※
家
庭
の
事
情
に
よ
り
減

額
ふ
窿
の
制
度
あ
り

申
先
=
現
在

通
学
し
て
い
る
学
校
の
担
任
・
養
護
の

先
生

期
限
=
1
0
年
2
月
1
3日

問

先
=

学
務
課
保
健
給
食
係

あ
っ
せ
ん
し
て
い
ま
す

私
立
高
校
等
入
学
資
金
融
資

お
孑
癶
ん
の
私
立
高
校
・
高
等
軣
門
学

校
等
の
入
学
資
金
に
お
困
り
の
方
へ
融

資
の
あ
つ
廿
ん
を
し
て
い
ま
ず
。
対
象
=

私
立
高
校
・
高
等
専
門
学
恰
素
ほ

大
学
入
学
資
格
を
得
ら
れ
る
私
立
の
専

修
学
校
高
等
課
程
進
学
予
定
者
と
同
居

し
て
い
る
保
護
者
/
区
内
に
引
き
続
き

1
年
以
上
居
住
し
、
住
民
税
を
濡
納
し

て
い
な
い
方
/
8
年
中
の
年
収
が
次
の

限
産
額
以
下
の
方

マ
給
与
所
得
者
…

支
払
給
与
の
総
額
が
1
千
万
円
以
下

▽
事
業
所
得
者
…
総
所
得
金
額
等
が
8
0
0

万
円
以
下

※
前
記
条
件
に
あ
て
は
ま

る
場
合
で
も
、
取
り
扱
い
金
融
機
関
の

貸
し
付
け
基
準
に
よ
り
融
資
を
受
け
ら

れ
な
い
盪
-
も
あ
り
ま
す

融
資
金
額
=
1
0

万
円
1
5
0万
円
(
1
万
円
単
位
)

更
袍
し
膏
筱
入
学
手
続
き
時
の
最

低
納
付
額
(
授
業
料
・
寄
付
金
は
対
象

外
)
お
よ
び
制
服
代
・
教
科
書
代
(
1
0万

円
・
2
万
円
の
疋
額
算
定
)

利
率
=
年
3
%

返
済
=
融
資
奮
戈
け
た
日
の
翌

月
か
9

蹌
以
内
(
元
金
均
等
月
賦
償

還
)

取
扱
金
融
機
関
=
足
立
農
業
協

同
變
易
李
支
店
、区
内
の
足
立
信
用

金
庫
・成
和
偏
雲
鐓

饐
T

侖
穣

関
所
定
の
保
証
を
受
け
て
い
た
だ
浙
汞

す
(
保
証
料
は
区
で
貝
担
)

申
込
期
間
0
1
0

年
2
月
2
7日
ま
で

※
申
し
込

み
か
ら
融
資
ま
で
約
1
0日
問
か
か
り
ま

す
。
志
望
校
が
決
ま
り
奔
レ
た
ら
早
め

に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
す
で
に
入

学
蓄
翆
炳
入
済
み
の
場
合
は
融
資
で

韋

笹
ん

申
・
問
元
=
学
務
唇
朧
係

就

学

相

談

教
育
研
究
所
で
は
、
来
年
4
月
に
小

学
校
へ
入
学
す
る
、
心
身
に
障
害
が
あ

忝
と
思
わ
れ
ゑ
翠
さ
ん
の
就
学
相
談

奮
行
っ
て
い
ま
す
。
教
育
の
場
を
ど
こ

に
求
め
た
ら
よ
い
か
な
ど
に
つ
い
て
、

専
門
の
相
談
貝
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時
=
毎
胃
曜
日
太
薩
日
(
祝
E

を
除
く
)
、
午
前
1
時
～
午
後
l
a
時
※

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

場
・

申
・
問
先
9

教
育
研
霤

瀲
学
相
談
担

当

昔
(
3
8
5
9
)
9
5
3
1

教
員
資
格
を
生
か
し
ま
せ
ん
か

対
象
=
中
学
校
の
技
術
、理
科
、数
学
、

竍
疂
の
教
員
免
許
状
を
痔
つ
年
齢
6
0歳

く
ら
い
ま
で
の
方
(
1
0年
3
月
取
得
予

定
者
も
貪
む
)

内
容
=
動
務
時
間
は

応
相
談
(
日
曜
日
・
祝
日
等
奮
隊
く
)

時
給
=

千
9
4
0円以
上

※
そ
の
ほ
か

に
、外
国
人
児
重
(主
に
中
国
、フ
ィ
リ

ピ
ン
の
児
童
・
牛
徒
)
に
ら
本
語
を
敢
え

て
い
た
だ
び
な
方
も
募
集
し
て
い
求
す

申
込
a

履
歴
書
を
郵
送
ま
た
は
窓
口

に
持
参

申
・
問
先
=
指
導
室
事
務
係

〒
1
2
0
中
央
本
町
1
-
1
7
-
1

健

康

女
性
の
た
め
の
健
康
づ
く
り

成
人
病
と
骨
粗
し
ょ
う
症
の
予
防

健
診
の
機
会
の
少
な
い
女
性
を
対
象

に
検
査
と
体
験
学
習
を
行
い
ま
す
。

日
時
=
マ
検
査
…
①
1
2
月
2
4
日
團

②
1
月
咢
栄
、
い
ず
れ
も
午
前
9
時

ふ
衂
▽
体
験
学
習
…
①
1
月
1
4
日

團
②
z
月
1
2
日
團
、い
ず
れ
も
午
前

1
0
時
～
1
1
時
対
象
=
1
8
歳
～
3
9
歳

ま
で
の
女
性

内
容
=

体
脂
肪
測

定
/
血
圧
/
血
液
検
査
(
コ
レ
ス
テ
ロ

I
ル
・
中
性
脂
肪
・
貧
血
)
/
尿
検
査
/

骨
密
度
測
定
等

定
員
=

い
ず
れ
も
4
0

人
(
先
着
眼
)

費
用
=
無
料

申

込
=
往
復
(
ガ
キ
に
希
望
受
診
日
、
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
明
記

期
限
=
W

鳬
冐
必
着

場
・
申
・
問

先
=
足
立
保
邸
町
業
務
係

〒
1
2
1西竹
の
筱
2
-
1
2
-
8

昔
(
3
8
5
5
)
4
1
5
3
(

直
通
)

講
演
会
「ア
ダ
ル
ト
チ
ル
ド
レ
ン
て
何
?
」

最
近
よ
く
ア
ダ
ル
ト
チ
ル
ド
レ
ン
(
A
C
)

と
い
う
こ
と
ぱ
温
習
l
f

。

家
唇
蚕
え
ゑ
丁

ワ
ー
ド
と
な
る
A
C

に
つ
い
て
一
緒
に
学
び
ま
し
ょ
う
。

日
時
=
1
2月
抑
晶

、午
後
l
時
～
4

時

場
所
=

竹
の
塚
セ
ン
タ
ー

講

師
旦
潼
優
子
氏
(
逗
縢
嗜
癖
問
題
相

談
室
長
)
定
員
=
5
0人

費
用
=
無

料

申
込
0
電
話

申
・
問
先
=
足
立

保
健
所
保
健
指
導

?
3
8
5
5
)
4
-
5
5
(
直
通
)

がん検診と成人健康診査(無料)
過去1年以内に 、区およ び動 務先等で同 種の検診を受け た方

は 除き ます。申し 込みは、ハガ キに郵便 番号、住 所、氏 名( フリ
ガ ナ) 、 生年月日 、年齢、性別、電 話番 号、希望検 診名を明記し 、
そ れぞ れの申し 込み先へ。後日、受診票と案内をお送りし ます。
※ 消化器が ん検診は、検診日、受診場所も 第3 希望まで明 記

消 化 器がん検診

日 程等= 下 表 対 象=35 歳以上 の区 民 ※ 胃 を切 除し た
方 、胃の訶気 で治療中の方、 妊娠している と思われる方 は
受 診でき ません 内 容=X 線撮影 による胃が ん検診と検 便
によ る大腸が ん検診 期 限= 受 診希望月の 前月15日消印 有
効。受 診票送 付は前月 末日( 1月を受診希望 の場合12月15 日
消印有効、送付 は12月末日) 申・問先== 足立保健所 診療放
射 線 〒121 西竹の塚2- 12- 8 　3855- 4156( 直通)

※ 足立保健所は希望者が多く、翌月になることかあります。なお､中央本町保健相談
所は回数か多く、希望日に受診しやすくなっています

成人健康診査と女性がん検診

□ 成人 健康診 査　対 象=40 歳以上64 歳( 昭 和7 年4 月1 日
以 降生まれ) まで の区民 内容= 血液、尿 、必要に応じ て心
電 図の検査 等で、心臓、 肝臓、じ ん 臓の病気や糖尿 病、高
血圧、高脂 血症等につい て調べます
□ 女性がん 検診　対 象=30 歳以上の 女性区 民 内容= 乳が
ん検診と 子宮 がん検 診

- いずれも-
日 時 等= 受 診票を受 け取 ってから1ヵ 月以内 に区内実 施医
療機関で受 診 申・問 先= 保健予 防係 〒120 中央 本町1- 17- 1B3880- 5111

㈹

選
挙
豆
知
識

選
挙
ク
イ
ズ
・
寄
附
の
禁
止

公
嘔
筆
法
は
、き
れ
い
な
選
挙
、

お
笙
り
か
か
ら
な
い
政
治
の
実
現
の

た
め
、
政
治
家
の
寄
附
お
よ
び
有
権

者
の
寄
附
要
求
に
つ
い
て
厳
し
く
規

制
し
て
い
嫐
歹
。
次
の
問
題
は
寄
附

の
禁
止
等
に
関
す
る
も
の
で
す
。
皆

さ
ん
は
、
何
問
わ
か
ひ
里
ふ

。

【
問
1
】
政
治
家
は
区
民
に
お
歳
暮

や
お
中
元
な
ど
の
贈
ひ
物
聚
歹
る
こ

淞
が
で
き
重
‘か
。

【
問
2
】
政
治
家
は
町
会
等
の
忘
年

会
・
新
年
会
に
出
席
し
て
包
み
金
を

出
す
こ
と
が
で
き
重
ふ

。

【
問
3
】
政
治
家
は
区
民
に
年
賀
状

等
の
あ
い
さ
つ
状
を
出
す
'」と
が
で

去
る
で
し
ょ
う
か
。

-
答
は
次
の
と
お
り
で
す
-

【
問
1
】で
忝
ま
せ
ん
。
罰
則
を
も
っ

て
罌
吉
れ
て
お
り
、
処
罰
さ
れ
る

と
公
民
権
停
止
の
対
象
と
な
り
ま

す
。

【
問
2
】
会
費
な
ど
、
軈
夙
履
行
と

認
め
う
9
も
の
は
出
家
」
と
が
で

齋
季
か
、
単
な
忿
-
み
金
(
寸
=
t
、

祝
い
な
ご
)は
寄
附
に
あ
た
り
、
罰
則

宸

つ
て
早
止
さ
れ
て
い
半

。

【
問
3
】了
笙
せ
ん
。政
治
家
は
選

挙
区
内
の
人
に
対
し
、
答
礼
の
た
め

の
自
筆
に
よ
る
も
の
意
罟
、
年
賀

状
、
暑
中
見
舞
い
状
な
ど
の
時
候
の

あ
い
さ
つ
状
を
出
家
」と
は
禁
止
さ

れ
て
い
ホ
す
。

《
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
》

掲
示
板

□
都
民
下
水
道
講
演
会
「
水
と
地
球
と

わ
た
し
た
ち
」
　
日
時
=
1

月
2
5日

賎

午
後
L
時
廴
t
蒔
叩
分

場
所
=

有
楽
町
朝
日
ホ
ー
ル

内
容
=

筒
井

康
隆
氏
(
作
家
)
に
よ
る
講
演
、
平
山
み

き
氏
(
歌
手
)
に
よ
る
ト
ー
ク
&
コ
ン
サ

ー
ト

費
用
=

無
料

申
込
=

往
復
(

ガ
キ
に
参
加
者
(
2
人
ま
で
)
の
氏

名
、
年
齢
、
職
業
、住
所
、
電
話
番
脣
を

明
記

期
限
=
1
2
月
2
6日
必
着

都
・

下
水
道
局
総
務
課
広
報
係

〒
1
6
3
-
0
1

新
宿
区
西
新
穹
-
8
-
1

豐
(
5
3
巳
0
)
6
5
1
1

□ 法定労働時間 は「週40時間」　労働省では、新たに助成制度 を設けるなど、きめ細かな指導援助に努めています。　問先= 足立労働基準監督署　　38821187
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1
2月

1
3日
(土
)は
庁
舎
ホ
ー
ル
・

展
望
レ
ス
ト
ラ
ン
等
が
お
休
み
で
す

区
役
所
令
蕎
が
衛
生
害
虫
駆
除
の
た

め
閉
館
し
康
Υ
。
当
日
は
、
庁
舎
ホ
ー

ル
、区
民
ロ
ビ
ー
、駐
車
場
、展
望
レ
ス

ト
ラ
ン
は
、
ご
利
用
蓄

菫
せ
ん
。

問
先
=
庁
舎
管
理
課

登
(
3
8
8
0
)
5
1
1
L

㈹

1
2
月
1
1
日
～
2
0
日

年
末
交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

今
回
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
重
点
は
I

高
齢
者
と
若
者
の
交
通
事
故
防
止
2

ソヽ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
の
徼
底

の
I

励

奎

。

秡

册
1
1
現
在
、
都
内
で
は
す
で
に
3
0
4

人
の
方
が
筌

覃

故
で
匸
ぐ
な
っ
て

い
ま
す

。
前
年
同
期
に
比
べ
死
者
数
は

幾
豆

銭

少
し
て
い
ま
す
か

、
発
生
件

数
・
負
傷
者
数
は
大
幅
に
増
加
し
て
い

ネ
T

。
ま
た
、
区
内
で

ほ
1
3人
も
の
方
が
亡

く
な
っ
て
お
り

、
こ
れ
ら
の
事
故
を
見

る
と
、
歩
行
中
i

人
、
自
転
車
乗
用
中
4

人
、二
輪
車
乗
車
中
―
人
、四
輪
車
乗
車

中
人

、と
な
っ
て
お
り

、悒
竹
中
の
事

貉

管

立
っ
て
い
ま
す
。

迦
竹
中
の
死
亡
事
故
の
原
因
は
、
信

号
無
視

、
横
断
禁
止
場
所
や
横
断
歩
道

以
外
で
の
横
断
な
ど
、
交
通
ル

ー
ル
を

守
っ
て
い
れ
ば
事
故
に
麌
p

な
か
っ
た

ケ
ー
ス
が
み
R

χ

れ
ま
す
。

歩
行
者
は
、
た
と
兄
交
通
ル
ー
ル
を

守
っ
て
い
て
優
先
権
が
あ
る
場
合
で

も
、
少
し
で
も
&
緊
感
に
た
ら
、
絶
対

に
無
理
に
横
断
し
た
り
廿
孑
y
、
安
全
を

確
・
邨
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
横
断
`
m

撮
町
等
で
の
横
断
は
絶
対
に
止
め
て

く

だ
さ
い
。
特
に
夜
間
は
直
接
死
亡
事
故

に
結
び
つ
い
て
い
家
T
。

例
年
、こ
れ
か
ら
年
末
に
向
け
て
交

通
事
故
は
増
加
し
ま
す
。昨
年
は
H
・
1
2

具
ほ
で
6
0
0件も
の
交
通
事
故
が
発
生

し
詆
」姙

。

交
通
事
故
は
決
し
て
他
人
事
で
は
あ
n

ま
芫

。毎
年
約
一
万
人
の
万
が
そ

な
っ
て
い
求
歹
。
交
通
事
故
の
加
害
者

・
被
害
者
に
な
う
な
い
た
め
に
、
交
通

ル
ー
ル
を
冥
沃
し
ょ
う
。

▽
飲
酒
運
転
は
耙
対
に
止
め
声
‥‘よ
う

マ
シ
ー
ト
ペ
ル
ト
は
嵒
y
y
一
じ
ょ
う

マ
夜
間
防

窮
材
変
則
し
ま
し
ょ
う

問
先
=

交
通
安
全
係

酋
(
3
8
6
u
)
5
1
1
L

㈹

千
住
警
察
署
酋
(
3
8
7
9
)
o
A

西
新
井
警
察
署

酋
(
3
只
5
2
)
o

ぶ

綾
瀬
警
察
署
登
(
3
6
2
0
)
o
I
ふ

同
じ
名
前
の
学
校
で
す

足
立
と
群
馬
の
宮
城
小
学
校

足
立
区
立
竄
城
小
学
校
と
群
馬
県
勢

多
郡
珂
概
村
立
宮
城
小
学
校
は
、学
校

名
が
同
じ
と
り
冫
y
が
さ
っ
を
‥
で
、

I
H
月
5
日
、宮

襦
村
の
教
育
関
係
者
が
、足
立
の
宮
城

小
を
訪
れ
、交
流
会
が
聞
か
れ
次
レ
だ
。

両
校
の
先
生
は
「今
後
は
、学
?
児
璽

ご
つ
し
だ
け
で
な
く
、
拘
贊
地
域
の

交
流
に
ま
で
懃

罟
せ
た
い
」
と
交
流

泥
罵
菁
し
た
。　

《
学
校
教
育
部
》

情 報 コ ー ナ ー
い じ め 相 談

月曜日～金曜日( 祝日を除<) 、午前9時～午後4時30分

3880- 5577 ( 学 校 教 育 部 指 導 案 内)

郷土博物館の催し
□ し め 飾り 作り 体 験 教 室

農 家の 副業 とし て 行わ れた し め
飾り 作り を 体験 し 、 手作 り のし め
飾り でお 正月 を迎 え ませ んカ丶
日畤=12月14日{ 日} 、乍後2時～4
時 ・ 听= 郷 士 賻驗齡 詞 象 小
学4 年 生以 上 官es=3o 人( 抽 選)
申 込 一 律摎 ハガ キに 住所 、氏&
電 話 番 号、 し め 飾 り と 明 記 期
限=12 月10 日£濳
□ 映 画 会

第2 十皿 日 、Z冫無 畧以 間 日に 、 跌

圓 を_卜皎 し ま す。 日 畤12 月13
日 出 、l l 畤 場所 一掴 十博物

館l ヌ・= 「出 雲炭 焼き 日 記 」{ 45
分} ・・・島 茘県 芒。Ⅲj j の 炭 焼き 技 術

の 復元 の記 録/ 「上総 掘( かずさ
ほ り) 」( 37 分) … 竹 ひご の 回転力
を 利 用し た 井戸 掘 りの 技 術 の紹 介
申 込= 当 日 直箆 会 泄1⌒ ,
□ 冬 期区 民 教養 講 座
日 時=12 月7 日cE氛 午 後1 時30 分(
午 後1 時 受 句1湘6 場 所= 寅 年

セ ンタ ー 内容= 『元 禄 期の 武 場
巓I卜につ い て見 る』 郷 十 博物 館 専
門 員/ 「草 加 宿の 発展 につ い て( 2i i
佐 藤久 夫 氏v- E^j dr b文 化 財保 護審
塰 念豐M) 申 込 当 日 屁 訛 た憊
へ ※ 5も着70 人に 資 料酉a布

- い ず れも-
費 用= 無 料 問 先= 郷 土 博物 館
B3620- 9393

足立区国際交流写真展
qJ %アFこ祕 市j - ス ト ラ リ ア ・ ヘ ル

モ ン ト 市 と の 交 流 や 日 本 文 化 講 座

な どで 行 わ れ た 外 国 人 と の 交 流 を

紹 介 し ま す 。 日 仁' ? = 左 表 費

用= 無 料 問 先= 国 際 親 善 協 会

03880- 51l l f f t )

足 立 生 ま れ の ス ポ ー ツ
「ファミリ ーテニス親睦交流会」参加者募集

スポーツに親しみのなかった方
へのニュースポーツとして聞発し
たファミリーテニス、蜀巳偖でも
すぐにラリーカ箋しめると好評で
す。スポーツを通した親睦交流会、
お気軽にご参加ください。日時
こ10年1月18日( E圦午前9時30分～

午 後3 時 場所= 総合 ス ポ ーツ
セン タ ー 。。象= 股 スア( 男 女

問わ ず) / 親子ペ ア( 小学4 年生以

上 で2 人1 組) 定 員=100 組200
人( 先着 順) 費 用=1 組600 円(

当 日、会場 に て 徴収) 申 込= 往
復 ハ ガ キ にペ ア の各 住 所、 氏 名(
フ リ ガ ナ) 、年齢 、性 別 、電話 番

号を 明記 期限=12 月19 日 申・
問先= 体 育振 興 係 〒120 中 央

本 町1- 17- 1113880- 5111 ㈹

' 97青年センタ ーま つり
今年も 菁年た ち が 思う 存 分自 分

を表 現し ま す 。ロ ッ ク、 ア イヌ民
族の 踊り 、 講演 会 、 料理 など 楽し
いこ と が盛 りだ くさ ん で す。
日 程 で笘= 下 表
□ 愛々 祭( ら ぶら ぶフ ェ スタ) も
開催
日時=12月20日出、午後2時～4
時 ドヽ 、- = エ イズ に関 す る講 演 、

展示、ミニコンサード
- いずれも-

申込= 当日直接会場へ 場・問先===
胄年ピンター

豊3890- 0061

老人会館　手芸教室
日時=10年1月～3月までの第

2・4土畷日、乍後1時～2時30

分 対 象= 轟6{ } 歳 以 上 の 区 内 在

住 の 方 内 容= ち ぎ り 絵 、- I ・ヽ iぱ

き 制 作 、 パ ッ チ ワ ー ク 定 員 こ30
人( 抽 選) 費 用== 無 科( 材 科 費

郎 負 担) 申i a! =u3 ハ ガ キ に
住 所 氏 名( フ リ ガ こター)、 年 齢 、 電

話 番 号 を 明 記 期 限=12 月12 日

※ 応I朋T こJ こ こ:こ 受 講 し た 力 や 他

の 教 室 を 現 官E受 講 中 の 方 は 申 し 込

み で き ま せ ん 申 ・ 問 先= 老 人 会

舊1 〒1211! ! 穗i 澹;瞑14- 9- l

f 13859- 9732

ご 利 用 くださ い

学びの情報を電話でキャッチ!

生涯学習情報ダイヤル
あ な た が 探 し て い る 講 座 や イ ベ

ン ト に つ い て 、区 内 忸t報 を 嘔 已ヽ に 、

い つ 、 ど こ で 、 ど ん な ふ う に 開 催

さ れ る の か を 電 話 で ご 案 内 し ま

す 。 何゙ か 始 め た い … ″ そ う 思 っ た

と き か ら 始 ま る 『学 び の ス ト ー リ

ー 』。 こ の ダ イ ヤ ル か ら「あ な た の
ス ト ー リ ー 」 が ス タ ー ト し ま す 。

気 軽 に お 電X 舌く だ さ い 。

3605- 7181
( 生 涯 学習 館)

午 前10 時～ 午 後5 時
※ 生涯 学 習館 の休 館 日を 除 く 毎日

成 人 の日 の 集 い
新たに成人としての門出を迎え

る皆さんを祝う「成人の日の集い」

を行います。対象の方には案内状

をお送りしますので、当日以j k内

状持巷ほ) うえ、ご参加ください。

な耄了、服1詼は平服でお孱i いします。

日時=10年1月15日( 札T後1時

30分( 午後O時30分受付開始)
場所=東京虱諞鳬駿瀬駅下車徒

歩5分) 対彖=昭和52年4月2

日～昭和53年4月1日生まれの

方 ※ 会 場 お よ び 付 近 に は 、 駐 車

場 が あ り ま せ ん 自 動 車 で の 采 場

は お 断 り し ま す 問 先= 青 少 年 課

言嚶 盜{系03880- 511W り

ワ ク ワ クド キド キ
コ ン サ ート

日ごyr = 下表 場・問先= 西部児
童罵・老人館03897- 5016

※ いずれも、午後1時30分～4時。

プ レ ゼ ン ト も あ り ま す

荒川の 散乱ごみを 調査　 多かったのは何?
クリーンあら川( 荒川クリーンエイド' 97) 結果報 告

10 月19 日 、「 ク リ ー ン あ ら 川 」(

荒 川 ク リ ー ン エ イ ト) カ弋、 鳬リ11西

新 井 橋 緑 地 か ら 千 住 新 橋 爾喞 也( 左

岸) で 行 わ れ ま し た 。 参 加 し た の

は 、 早 朝 の 野 丿求 場 利 用 者 、 老 人 ク
ラ ブ ・ 弘 道 第 一 小 ほ か のPTA の

皆 さ ん な ど 、 総 勢500 人 ほ ど 。
西 新 井 橋 、 わ ん ど 広 場 の 付 近 で

は 、 ご み を 拾 い な が ら ご み の 数 を

調 査 す る 作 業 を 行 い ま し た( 結 果

は 表 の と お り) 。た ば こ の 吸 殻 や 、

自 然 に か え ら な い プ ラ ス チ ッ ク ・

ビ ニ ー ル の 破 片 な ど の 多 さ が 目 立

ち ま す 。 水 辺 を 憩 い の 場 と し て 、
よ り 快 適 に 利 用 し て い た だ く た め

に 、 一 人 ひ と り の 方 が マ ナ ー に 気

を つ け ま し ょ う 。当 日 は 、簡 単 な パ

ッ ク テ ス ト に よ る 荒 川 の 水 質 調 査

も行いました。 問先= 土木 部計
画調整課計画
S3880- 5111ぐf匂

散乱 ご みワ ー スト5 単位: 個
( 西新井橋北 詰付近)

( わんど広場 付近)

◎「あ だち広 報」は再 生紙を使 用してい ます Y. C 240, 000


